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東海ソフトウェア開発

プロセス研究会のご紹介

地域コミュニティで繋がる広がる

プロセス改善
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東海ソフトウェア開発プロセス
研究会とは？

• 主に東三河と遠州地区のメンバで構成された
ローカルなプロセス研究会です。

• デンソー／ ソニーイーエムシーエス／
ヤマハ ／ NECアクセステクニカ など。

• メンバーは、現在約２０名です。

• 略して、東プロ と呼んでください。
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何がきっかけだったの？

• テストとか開発のコミュニティってあるけど、
SEPGのコミュニティって聞いたことないよね？

• 東京や大阪などの首都圏にはあるかも
しれないけどね。遠いじゃん。

• じゃ～、作っちゃえ

• 発起人：古畑さん、小池さん、奥村さん
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で、何をやってんの？

• 年３～４回各自の改善活動を発表しています。
もちろん、改善途中のものもありです。
シンポジウムの発表練習もありです。

例： SQiPの発表練習
KYTの紹介
USDMの活用
メトリクス

• 場所は、各社持ち回りです。

• 半日発表会＋情報交換会（←これ大切）
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簡単にPFDで書くと

P1.
東プロでの発表
資料を作成する

P３.
必要に応じて、
MLや個別に会って、
深堀をする

P4.
自社の改善に活かす
ための実行計画にする

P２.
東プロの場で、意見交換
しながら視野を広げる

問題意識 発表資料

みんなからのアドバイス

メールや
気づき

実行計画

悩みに対する質疑応答
失敗・成功体験の披露

→問題発見
忌憚なき意見。ズバッと

問題解決を狙わない、問題を気づく場
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何か維持の工夫は？

• 業務として、業務時間内に実施
各々の上司の理解を得る
アピールにもつながる

• そこそこ感
そこそこ近い、業務と距離
そこそこの頻度、四半期に１回

• 上下関係なし 信頼関係あり

• ギブ アンド テイク
欲しがるだけの人は去った。追わない。
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何か仲間の共通点は？

• 外に向けて何かを発信することの快感

• 自分を高めたい

• 仲間を高めたい

• 得たものを自社に持ち帰って試したい

• 試した結果をフィードバックしたい
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では、

•どんな成果があったの？
•どんな嬉しいことがあったの？
など、

良かったことを自己紹介の中で

お話させていただきます。


